
メディアの中の多様性を問う
～ジェンダー課題を中心に～

ＮＨＫ放送文化研究所

メディア研究部



☟詳しくは文研HPからご覧ください
https://www.nhk.or.jp/bunken/book/monthly/index.html?p=202310

文研HPはこちら ↑
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＊ 2022年１０月１日現在の「人口推計」（総務省統計局）から算出

総人口に占める
女性・男性の割合＊



オンスクリーンの多様性調査
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期間 2022年 6月6日（月）～12日（日）

対象チャンネル
（地上デジタル）

NHK総合、Eテレ、日本テレビ、テレビ朝日、
ＴBSテレビ、テレビ東京、フジテレビ

対象番組
全番組（アニメ、映画、海外ドラマ、再放送を
除く）

数える対象と
した登場人物

スタジオやVTRの番組出演者、解説者、コメン
テーター、ドラマのテロップに紹介されている出演
者など、延べ8,704人

性別 女性、男性

年代 10歳未満、10代～90代まで10歳区切り

番組ジャンル
ニュース・報道、情報・ワイドショー、バラエティー、音楽、
スポーツ、ドキュメンタリー、演劇・公演、
趣味・教育、福祉、ドラマ、特撮など

職業・肩書

俳優・女優、タレント・モデル、お笑い、アイドル、
音楽、アナウンサー・キャスター・リポーター、
スポーツ、経済、政治、製作者、文化人・著名人、
YouTuber

番組全般のメタデータ分析

※エム・データ社のメタデータ分類に基づく。年代と職業分野は、同社データベースに登録のある人を中心に集計。

調査概要 調査項目＊



夜のニュース報道番組のコーディング分析 調査概要

オンスクリーンの多様性調査
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期間 2022年 6月 6日（月）～10日（金） 11月１４日（月）～１８日（金）

対象チャンネル
（地上デジタル）

対象番組

NHK 総合 ニュースウオッチ９
日本テレビ news zero
テレビ朝日 報道ステーション
TBSテレビ news23
テレビ東京 ワールドビジネスサテライト
フジテレビ Live Newsα

対象登場人物 発言している（もしくは発言が引用されている） 延べ2,638人

調査項目
性別、年層、人種的多様性、障害の有無、役割、名前表記の有無、ニュース項目の順番、
話題、職業肩書、取材地の分布

＊太字は2022年度に追加

延べ６０本
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番組全般の出演者 職業分野別
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番組全般の出演者 アナウンサー・キャスター・リポーター 年代別
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ニュース番組の登場人物 職業・肩書
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ニュース番組の登場人物 社会実態との比較
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注 比較するデータを考慮し、ニュース番組の「政治家」は日本人とし、「学識者、研究者、専門家」と「医師」は取材地が「海外」を除いた。

出典 国会・地方議会議員・科学技術研究者：内閣府「女性活躍・男女共同参画の現状と課題」令和5 年5月版、大学教員：文部科学省「男女共同参画社会の形成に向

けた文部科学省の取組」2023 年1月、医師・歯科医師：厚生労働省「令和2（2020）年 医師・歯科医師・薬剤師統計の概況」

(%)



出典：GENDER EQUALITY AND PUBLIC SERVICE MEDIA
MEDIA INTELLIGENCE SERVICE FEBRUARY2022PUBLIC VERSION

EBU加盟放送局 経営トップの4分の１が女性

2022年2月現在
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メディア経営幹部の女性

経営トップ（会長・社長） 経営幹部（役員）

テレビ

NHK 過去から今までなし
25%

会長含め12人中3人

在京民放キー局 過去から今までなし 2.2％
在京民放キー局、地方の
民放テレビ局を合わせて地方の民放テレビ局 会長１人、社長２人

新聞 全国紙・地方紙 過去から今までなし 4.03％

出典 在京民放キー局と地方の民放テレビ局：「「労連2022年調査報告」(127社）
新聞社の女性役員割合：「新聞労連2020年調査」（通信社含む41社）

※Japan Times は会長兼社長が女性である
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各種メディアにおける女性の割合の推移
（備考）
1.一般社団法人日本新聞協会資料、日本

放送協会資料及び一般社団法人日本
民間放送連盟資料より作成。

2.新聞社・通信社は各年4月1日現在、日
本放送協会は各年度の値、民間放送各
社は各年7月31日現在。

３．日本放送協会における管理職は、組織
単位の長及び必要に応じて置く職位
（チーフプロデューサー、エグゼクティブ
ディレクター等）。なお、日本放送協会で
は平成28（２０１６）年から関連団体等
への出向者を含む数値で公表。（平成
28（2016)年は7.3％、29（2017）年
は8.0％、30（2018）年は8.7％、令和
元（2019）年は9.5％、令和2（２０２０）
年は10.6％、令和３（２０２１)年は11.5
％）また、平成２５（２０１３）年までは専門
職を含む値（専門職は平成25（２０１３）
年で廃止）。

４．民間放送各社における管理職は、課長
級以上の職で、現業役員を含む。

出典：内閣府 男女共同参画局「男女共同参画白書 令和４年版 全体版
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各種メディアにおける女性の割合の推移

内閣府 男女共同参画局 「男女共同参画白書 令和４年版 全体版」から作成
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文系学生就職企業人気ランキング（上位100社） 放送・新聞

フジテレビジョン 23位

東京放送 30

朝日新聞社 33

NHK（日本放送協会） 33

テレビ朝日 ５１

共同通信社 60

毎日新聞社 66

日本経済新聞社 67

日本テレビ放送網 78

毎日放送 96

フジテレビジョン 12

NHK 15

朝日新聞社 19

TBS (東京放送） 31

日本テレビ放送網 44

テレビ朝日 62

毎日新聞社 90

フジテレビジョン 26

NHK 27

朝日新聞社 51

読売新聞社 76

テレビ朝日 77

フジテレビジョン 43

NHK 50

テレビ東京 ９８

1991年卒 2001年卒 2011年卒 2016年卒 2021年卒

学生の就職企業人気ランキングは、株式会社マイナビが、1978年から、学生を対象にアンケート調査を実施し発表してきたもので、
2016年からは株式会社日本経済新聞社と共同で発表している。
本図は、株式会社マイナビから提供されたランキングのデータをもとに作成。

10社 ７社 ５社 3社 １社

放送 新聞・通信

NHK 93


